
交
渉
に
は
、
松
岡
広

昭
委
員
長
を
は
じ
め
各

支
部
か
ら
20
人
が
参
加
、

県
は
西
村
副
知
事
を
は

じ
め
、
田
邊
教
育
次
長

な
ど
22
名
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
松
岡
委
員
長

か
ら
「
部
落
解
放
行
政

の
推
進
に
関
す
る
要
望

書
」
が
副
知
事
に
手
渡

さ
れ
た
。

西
村
副
知
事
は
あ
い

さ
つ
で
、
「
こ
れ
ま
で

同
和
問
題
の
解
決
に
向

け
て
県
政
と
し
て
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
残
さ
れ
た
多
く

の
課
題
解
決
に
向
け
て

協
議
を
お
こ
な
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

県
連
か
ら
は
12
の
基

本
要
求
に
つ
い
て
提
起

し
交
渉
を
お
こ
な
っ
た
。

同
和
行
政
の
基
本
ス

タ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

啓
発
だ
け
な
く
、
必
要

な
事
業
に
関
し
て
は
一

般
施
策
を
活
用
し
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

萩
市
を
は
じ
め
結
婚

相
談
を
め
ぐ
る
差
別
事

件
を
受
け
て
、
県
の
提

出
書
類
を
総
点
検
し
て

お
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
外
郭
団
体
に

も
人
権
研
修
を
実
施
す

る
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
市
町
職
員
に

対
す
る
人
権
研
修
に
つ

い
て
は
「
県
内
の
全
市

町
に
お
い
て
人
権
研
修

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
指

導
」
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

戸
籍
等
不
正
取
得
事

件
に
つ
い
て
は
「
住
民

票
の
写
し
等
の
不
正
請

求
は
、
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
す
、
ゆ
ゆ
し
き

行
為
で
あ
り
、
許
し
難

い
も
の
で
あ
る
と
認
識
」

し
、
不
正
取
得
さ
れ
た

「
本
人
に
通
知
す
る
シ

ス
テ
ム
に
関
し
て
も
、

今
後
の
課
題
と
し
て
認

識
」
し
て
お
り
、
今
後
、

市
町
の
担
当
課
と
協
議

し
、
他
府
県
で
の
先
駆

的
な
取
り
組
み
を
学
習

す
る
な
ど
、
再
発
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

そ
の
他
、
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
非
公
開
、
同

和
教
育
を
基
軸
と
す
る

人
権
教
育
の
創
造
、
県

民
意
識
調
査
の
今
後
の

活
用
、
隣
保
館
の
機
能

の
充
実
、
公
正
採
用
選

考
、
企
業
啓
発
、
ネ
ッ

ト
上
で
の
人
権
侵
害
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
も

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

下
関
市
上
下
水
道
局

の
事
務
決
裁
規
程
に

「
職
員
の
身
元
調
査
」

と
い
う
項
目
が
設
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
、
山
口
県
連
は
事
実

確
認
会
を
12
月
25
日
、

１
月
28
日
、
下
関
市
上

下
水
道
局
会
議
室
に
て

お
こ
な
い
、
下
関
市
か

ら
は
吉
村
水
道
副
局
長
、

西
川
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課
長
な
ど
５
名
、

県
連
か
ら
は
藤
本
県
連

副
委
員
長
、
松
村
組
織

局
長
、
川
口
書
記
次
長

が
参
加
し
た
。

確
認
会
で
は
、
規
程

内
容
の
事
実
確
認
、
背

景
に
あ
る
上
下
水
道
局

の
人
権
意
識
、
同
和
問

題
に
対
す
る
認
識
の
低

さ
、
下
関
市
の
職
員
人

権
研
修
や
人
権
推
進
体

制
に
お
い
て
同
和
問
題

に
対
す
る
理
解
・
認
識

不
足
を
指
摘
し
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

今
回
、
問
題
と
な
っ

た
の
は
、
事
務
決
裁
規

程
の
「
総
務
課
長
専
決

事
項
」
で
あ
る
。
総
務

課
長
が
決
裁
を
お
こ
な

う
事
項
が
36
項
目
あ
り
、

そ
の
12
項
目
に
「
職
員

の
身
元
調
査
に
関
す
る

こ
と
」
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

下
関
市
上
下
水
道
局

に
よ
る
と
、
採
用
時
な

ど
に
お
け
る
職
員
の
身

元
調
査
を
お
こ
な
っ
て

き
た
実
態
は
な
く
、
過

去
に
も
記
録
は
残
っ
て

お
ら
ず
、
昔
の
担
当
職

員
に
も
聴
取
し
て
み
た

が
、
心
当
た
り
は
な
い

と
の
こ
と
。

72
年
の
改
定
に
よ
り

「
職
員
の
身
元
調
査
に

関
す
る
こ
と
」
と
い
う

記
述
に
な
り
、
05
年
に

市
町
村
合
併
し
た
が
、

今
回
、
山
口
県
連
が
指

摘
す
る
ま
で
残
さ
れ
て

い
た
。

同
様
の
規
程
は
、
以

前
は
市
長
部
局
の
事
務

決
裁
規
程
に
も
あ
っ
た

が
、
87
年
に
「
職
員
の

身
元
調
査
に
関
す
る
こ

と
」
と
い
う
記
述
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。

確
認
会
の
な
か
で
岡

村
総
務
課
長
は
「
水
道

局
は
、
こ
れ
ま
で
人
権

や
同
和
問
題
に
対
し
て
、

自
分
た
ち
の
業
務
と
は

直
接
関
係
な
い
と
い
う

意
識
・
姿
勢
も
あ
り
、

人
権
研
修
な
ど
、
市
長

部
局
な
ど
に
比
べ
て
意

識
が
低
か
っ
た
か
ら
、

み
ん
な
問
題
だ
と
見
抜

け
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、

今
後
、
問
題
の
記
載
事

項
は
速
や
か
に
削
除
し
、

職
員
の
人
権
意
識
高
揚

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

ま
た
市
長
部
局
と
し

て
も
、
不
適
切
事
項
の

記
載
に
つ
い
て
は
全
庁

的
に
点
検
・
見
直
し
を

か
け
る
と
と
も
に
、
職

員
に
対
す
る
人
権
研
修

を
実
施
し
、
再
発
防
止

に
努
め
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

県
連
か
ら
は
、
単
な

る
書
式
の
見
直
し
、
人

権
研
修
で
な
く
、
同
和

問
題
に
対
す
る
理
解
・

認
識
不
足
か
ら
起
き
て

い
る
問
題
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

を
強
く
要
請
し
、
今
回

の
問
題
に
対
す
る
総
括

と
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
文
章
回
答
を
求
め
た
。

（１） 第３４号 （毎月１回発行） 解放新聞山口版 ２００９年２月２７日

県
交
渉
を
１
月
21
日
、
山
口
県
庁
で
お
こ
な
っ

た
。
萩
市
結
婚
相
談
所
差
別
事
件
、
戸
籍
等
不

正
取
得
事
件
を
は
じ
め
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
の

総
括
と
、
今
後
の
部
落
解
放
行
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。
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○あいつぐ差別糾弾闘争を強化
○全学校で人権・同和教育を！
○全自治体で同和行政を！
○西日本夏期講座の成功を！

「残された課題解決に向けて協議を」と述べる西村副知事 （中央）


